
▶
製
油
所
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

学
生（
8
月
29
日
）

▲五十嵐様による講演の様子（7月27日）

▼全体での意見交換の後に、グループワークを行いました（8月3日）

研
究
者
と
し
て

教
育
者
と
し
て

I n t e r v i e w

Hiroyuki NISHIDE
「Chem is Try」

博士課程で取り組む研究は、世界中でまだ誰も成し得ていないことへの挑戦ですから、新鮮な

気持ちで結果に向き合い、驚いたり、がっかりしたり、ワクワクしたりしてもらいたい。その繰

り返しのなかで、自分の軸足、専門をしっかりと確立させてほしいと思います。私の専門とする

化学はモノ作りが勝負で、ごまかしがききません。目的とした分子や化合物などのモノができれ

ば「是」、できなければ、前提が間違っていたか、手抜きをしたか、過程で何らかの誤りがあった

か、いずれにしても「非」となり、白黒はっきりしています。一方で、これまでに全くなかったモ

ノを、意志をもって創り出し、そこから価値が生まれてくるということは、化学の特権であると

同時に、創ったモノが社会に害を及ぼすかもしれないという責任を常に伴います。

化学ではもう新しいモノは出てこない、という声もありますが、それほど底の浅い学問ではあ

りません。まだまだ沢山の宝の山が隠れています。Chemistry は「Chem is Try」と読めますから、

大いに夢を語り、挑戦し、技量を得て、自信につなげてくれれば、と願っています。

「異」に遭うことで、新しい局面を迎えることができる
自分の専門を確立した上で、隣接領域あるいは全く異なる領域に拒絶感なく接することができ

るようになると、視野を広げることができます。「異」に遭うからこそ、全く新しい切り口や展開

が現れ、想像力がかき立てられるのです。研究力というのは詰まるところ、どれだけ夢想できる

かということだと考えています。

最近の私自身を例にとると、インフォマティクスを勉強しはじめました。ごった煮状態の沢山

のデータから、機械学習を通して奇妙奇天烈な化合物が弾き出され、よく見ると、合成できる可

能性があるかもしれない、ということもあります。仮に革新的な化合物が提示されたとして、今

度は、効率よく短期間で、いかに作り確かめるのか、という新しい課題が出現する、まだ混沌と

しつつも非常に面白い領域です。

表現力を身に付けて
大学院、特に博士課程の修了生には論理構築力の修得を期待しています。さらに言うなら、研

究内容を「縦書きの日本語」で表現、すなわち、理工系の学会（＝横書きの）コミュニティと同時に、

それとは異なる聴衆に向けてもメッセージを簡潔に表現できていなければ、社会には通用しませ

ん。それは英語であるなら、原稿を読まずに相手の顔を見て話し、頷いてもらえるようなプレゼ

ンテーションとも言えます。英語は日本語とは異なりローコンテクストですので、論理構築が非

常に重要となってきます。Aの次にはB、Bの次にはC、とつながっていれば、接続詞がなくても

理解してもらえます。逆に、論理構築が甘いと、andやthereforeなどの接続詞を多用すること

になるのです。博士課程の間に、論文執筆や学会発表などを通して、世界のどこでも通用する説

得力や表現力を身に付け、科学技術を武器に、グローバルに活躍してほしいと大いに期待してい

ます。

早稲田大学大学院理工学研究科博士課程修了（工学博士）。学振特別研究員、西独フ
ムボルト財団研究員などを経て、1982年早稲田大学助教授、1987年教授、2018年か
ら現職。この間学内では、2010-14年先進理工学部長・研究科長のほか博士キャリア
センター長、リーディング理工学博士プログラムコーディネーターなどを務めた。
また、2010-12年アジア高分子学会連合、2012-14年日本化学連合会長などを歴任した。
2014年日本化学会賞ほか受賞。

西出 宏之 特任研究教授
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物質・材料からデバイス、システムまで様々な視点からの対話

型講義を受け、エネルギーの理工学の考えに基づき、次々世代の

エネルギー科学技術・社会インフラについて議論する科目です。A

とBとを隔年で実施しており、Aは「エネルギー・ネクスト システ

ム・デバイス特論」の受講を前提としたグループワークによる課題

演習、Bは事前学習・エネルギー関連施設の現場訪問・事後学習に

よる訪問型演習としています。2018年度はBを開講しましたの

で、一部をご紹介します。

8月3日（金）に経済産業省を訪問しました。第5次エネルギー

基本計画やSDGsに関する説明・解説を受けたのち、4グループに

分かれて密な議論を交わしました。官僚の方々は、将来の生活に

おいて想定されうる課題や解決策としてのエネルギー政策につい

て、安全保障や日本経済への影響なども含め

た技術評価をされており、プログラム生はそ

の視点や豊富な知識に刺激を受けていました。

また、供給側のみならず、エネルギー消費側

の視点からの解決策についての議論も進めて

みたい、との学生からの提案もありました。

8月29日（水）にはJXTGエネルギー株式会

社の根岸製油所を訪問しました。国内有数の

規模を誇る製油所の施設を江澤和彦所長直々

にご案内いただき、ダイナミックな石油精製

のプロセスを実感しました。この後、川崎製

造所の下村啓所長、本学OB・OGの先輩方に

もご参加いただいて、学生による研究発表を行いました。諸先輩

方からは質問だけでなく、貴重なコメントやご指摘、課題や解決

の方向性にも言及していただき、今後のエネルギー問題を考える

ヒントをいただきました。最後は、江澤所長から熱いエールを送っ

ていただきました。

なお、JXTGエネルギー株式会社からは多様なご助力をいただ

いており、たとえば、毎年度恒例となっている講演会の開催も

そのひとつです。7月27日（金）には、JXTGエネルギー株式会社 

取締役常務執行役員の五十嵐仁一様においでいただき、「イノベー

ションを担う大学人材への期待」をご講演いただきました。昨年

度の2回に続く第3回の講義という位置づけで、世界のエネルギー

動向から日本のエネルギー政策までお話しいただきました。時

間の後半は学生との討論の場として、JXTGエネルギー株式会社 

中央技術研究所 フェローの真崎仁詩様、中央技術研究所技術戦

略室の中山慶祐様にも議論に参加していただき、研究開発にとど

まらず、今後の産学連携の在り方、スタートアップ企業について

など多岐にわたる話題の議論が展開され、学生たちも積極的に自

分の意見をぶつけていました。

エネルギー・ネクスト課題設定・解決演習

写真左胸元のバッジの思い出として、「2012年のリーディング理工学博士プログ
ラム発足時に、専門力・俯瞰力・進取力の３つの力を、早稲田のW、先進理工学
研究科カラーの青と組み合わせてデザインしたバッジを（ポケットマネーで）作
製しました」と語ってくださいました。


